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見直しの上で大きく貢献したのが，テツオ・ナジタ氏の『懐徳堂- 18 世紀日本の「徳」の諸相.J] (原著 1987刊，翻訳
1992干のである。ナジタ氏はこの著書で 18世紀思想史の読み直しを新たな思想史的方法をもって遂行した。すなわち，
思想史の場として，知的言説が交錯しあるいは移動し，また再生産される言説空間を設定したことである。いいかえ
ればそれは多くの学者，知識人が知的ネットワークをもって交渉するような空間でもある。ナジタ氏は日本の 18世紀
における大阪の懐徳堂とその周辺を，そうした言説空間としてとらえたのである。問書はこの方法的な視点の設定によ
って， 18世紀日本思想史の見直しの重要な端緒をなした。宮川康子提出の本論文は， 18世紀思想史のこの見直しの作
業を，仲基と懐徳堂周辺に視点を据え，仲基とその周辺資料の発掘や新たな読み直しをもって大きく前進させたもので
ある。
32歳の若さで早逝した富永仲基は『出定後語.J] r翁の文』など僅かな著作をしか残していない。その僅かな著作，こ
とに『出定後語』の著者としての仲基は，時代に卓絶する方法的な知性の所有者として後世，ことに近代からの〈発見
と顕彰〉のまなざしをもって見られてきた。だがこの時代を超える偉才仲基という像は，近代の〈発見と顕彰〉のまな
ざしが構成するものである。近世 18世紀思想史の見直しは，この仲基像の見直しを求めている。本論文は，仲基のテキ
ストを〈但棟以後〉といわれる 18世紀の思想史的文脈のなかで読み直すことを通じて，仲基像を転換させていく。本
諭文におけるこの仲基像の転換の作業を可能にしたのは，井狩雪渓の『論語徴駁.J]，僧日初の『日本春秋』における仲基
をはじめとする〈反但徳〉の知的関心を共有する知識人たちのネットワークへの視点である。
本論文において筆者は，雪渓の『論語徴駁』中に見出される大量の「論語徴駁説」が仲基のものであることを論証す
る。そのことは， <反但徳〉の知的関心を共有する知識人たちが懐徳堂周辺に存在したこと，仲基はその有力な一人であ
ったことを告げるものである。と同時に， <反但彼〉という仲基の思想展開の契機を見出すことによって，仲基の思想を
く但棟以後〉の思想史のうちに重要な形で繰り込むことを可能にする。あるいは仲基の思想を， <但彼以後〉の思想史の
展開の重要な特質を照し出すものとして見ることを可能にする。本論文がその全4章を通じて遂行したのは，このよう
な視角からする仲基のテキストの読み直しと，それを通しての仲基像の転換を含む 18世紀思想史の再構築の作業であ
る。ことに『論語徴駁』における仲基のく反但徳〉的視点の検証，但棟の歴史観，言語論との連関における仲基の歴史
意識，言語論的立場の検討に見せた著者の力量は高く評価される。本論文によってわれわれは，仲基の思想を，単に時
代を超えた車越性においてではなく，日本の 18世紀思想史にもつ重要な意昧的な関わりにおいて，その意義を確認する
ことができた。日本近世思想史研究において本論文の果す貢献はきわめて高いものである。
しかし本論文の筆者に残された課題もまた大きい。まず『諭語徴駁J 中の「駁説」を仲基のものとする筆者の論証は，
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より慎重にして正確な資料の読解作業をまっていっそうの説得性をうるであろう。資料読解の正確さが求められる。ま
た第二章および第四章でなされた懐徳堂とその周辺の知的営為にまで視野を広げたアフ。ローチが，竹山らの但徳批判や，
『夢の代J に包括されている知の全領域を視野に入れ，日本の 18世紀思想史の全的な見直しに向けてなされることが望
まれる。同時にそのことは，近代の構築した仲基像の見直しから始った本論文の作業が， 18世紀における仲基らの知的
営為が近代に対してもつ意味の再認識の課題を筆者にあらためて課しているということでもある。しかしこうした大
きな課題は，近世思想史研究への高い貢献度をもっ本論文の筆者に与えられる課題である。
本審査委員会は本論文を，博士(文学)の学位を授与するにふさわしいものと認定する。
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